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平成 20 年 10 月 2 日 

東京都板橋区小豆沢 3－6－10 

オリエンタル酵母工業株式会社 
 
 

「食品開発展 ２００８（Ｈｉ展２００８）」に出展 

 
 
オリエンタル酵母工業㈱(本社：東京都板橋区、社長：中村隆司)は、１０月１５日から１７日ま

で、東京ビックサイトで開催される「食品開発展 ２００８（Ｈｉ展２００８）」に出展いたしま

す。 

今回は、パン酵母β-グルカン・チオレドキシン（ＴＲＸ）高含有酵母エキス等の機能性食品素

材、アレルゲン分析及び残留農薬の受託検査サービス等について展示ご紹介いたします。 

また、同日程にて開催いたします出展社によるプレゼンテーション（聴講無料）において、「パ

ン酵母由来機能性食品素材の評価：β－グルカン」「食肉表示を保証する新規ＤＮＡ検査法の紹介」

「パン酵母由来チオレドキシン高含有酵母エキスの評価」「食品の原産地証明分析について」の４

件の発表を行ないます。 

 

 

■「食品開発展 ２００８（Ｈｉ展２００８）」出展概要 

 

日時：   ２００８年１０月１５日（水）～１７日（金）１０：００～１７：００ 

会場：   東京ビックサイト 東１・２・３ホール 

当社ブース：２－２３１ 

出展物：  機能性食品素材（パン酵母β-グルカン、イーストミネラル、イーストパウダー） 

       アレルゲン分析受託サービス、アレルゲンチェッカー 

食品の残留農薬分析、原産地証明分析受託サービス <ﾕｰﾛﾌｨﾝｽﾞｻｲｴﾝﾃｨﾌｨｯｸ社>  
機能性評価試験、安全性試験受託サービス<㈱日本ﾊﾞｲｵﾘｻｰﾁｾﾝﾀｰ>  

 

■「出展社プレゼンテーション（聴講無料）」発表概要 

「パン酵母由来機能性食品素材の評価：β－グルカン」 

“β－グルカンのヒトでの応答性の違いについて（東京薬科大学と共同で研究）”、及び“β

―グルカンのヒトでの整腸効果について（茨城キリスト教大学と共同で研究）”に関する

プレゼンテーション 

     日時：１０月１５日（水）１４：３０～１４：５０ 

     会場：セミナールーム Ｅ会場 
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「食肉表示を保証する新規ＤＮＡ検査法の紹介」 

  食肉表示を検証し、食に対する安全・安心を保証するため、食品中に含まれる豚肉・鶏肉・

牛肉・羊肉および馬肉を迅速かつ定量的に検出する Real-Time PCR 法を用いた“精度の高

い肉腫判定法を確立（国立医薬品食品衛生研究所などと共同開発）”についてのプレゼン

テーション 

 日時：１０月１５日（水）１６：３０～１６：５０ 

     会場：セミナールーム Ｅ会場 

 

「パン酵母由来チオレドキシン高含有酵母エキスの評価」 

  チオレドキシン高含有酵母エキス（チオレ○Ｒ）の説明と、“チオレ○Ｒの胃粘膜保護効果とア

レルゲン低減効果（京都大学、ﾚﾄﾞｯｸｽ･ﾊﾞｲｵ･ｻｲｴﾝｽ社、ｵﾘｴﾝﾀﾙ酵母が生研ｺﾝｿｰｼｱﾑで行った

成果）”についてのプレゼンテーション 

     日時：１０月１６日（木）１５：００～１５：２０ 

     会場：セミナールーム Ｄ会場 

 

「食品の原産地証明分析について」<ﾕｰﾛﾌｨﾝｽﾞｻｲｴﾝﾃｨﾌｨｯｸ社> 
  ワインの分析からノウハウを培った“天然同位体比分析を利用しての原産地証明”につい

ての紹介、および“原産地証明においてのデータベースの重要性”についてプレゼンテー

ション 

 日時：１０月１７日（金）１０：３０～１０：５０ 

     会場：セミナールーム Ｇ会場 

 

以上 


